
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自ら学び考える心豊かでたくましい

子どもの育成」を達成するため、育成を目指す資質・能

力を「自己表現力」と定め、４部会を中心に実践を深め

ています。今年度は、学力調査結果等の分析から、道徳

を核とした問題解決力や対話力を高める実践や、授業の

ふりかえりでは「本時（単元）で何を学んだか、できる

ようになったか」「これからどのようなことに活かしたい

か」等を意識させる取組を組織的に行っています。 

また、判田中学校と連携を深め、

児童会と生徒会との合同あいさつ運

動等も行っています。そのようなこ

ともあり、最近では、児童会運営委

員会の説明の仕方が向上し、全校の

お手本のようになってきたそうです。 

授業から学ぶ 
２年生道徳では、短時間の学び合いを複数回取り入れ

ることで、子ども達同士の学びが深まっていました。 

６年生理科は、班で協力しながら全員が意欲的に実験

を行う姿から、一人一人を大切にした学級経営が行われ

ていると感じました。 

今後は、自己表現力につながる学び合いの在り方や、

教師の立ち位置や支援の方法を検討されてみてはいかが

でしょうか。  
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